


























































 これまでの長寿を祈る賀算の和歌に比すると、こ 歌の持つ清新な華麗さは、特に眼を引く。初老 賀の始め して受け入れようとするので なく、老いそのものを拒否しようとする意志が、命令形となって響きを強めるのであるが、そうい 、賀算
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の和歌としては一風変った発想をたすけ、この歌を清新なものにしているのは、花吹雪の散り舞う晩春の光景である。古来散る花を惜しんだ歌 数限りないが、この歌はむしろ、花吹雪となり、散り乱れるこ を希求する。 （中略）おもうさま散れ、散って散って、しのびよる「老」の眼をくらませてくれ そして花吹雪のこちら側には、永遠の生命が続くように。
　
本稿では、松田氏のいう「この歌の持つ清新な華麗さ」や「老い
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る。花が散ることは春が去ってゆくことであり、時が過ぎてゆくことである。時の流れ ともに人は道程の定か ない人生を一歩一歩前進していく しかしつまるところ終焉へ 旅である。春の最終日ということに触発され、老いて自分の全盛期は終わったと感じながら春を見送っているが、それはまるで肉親や親友と別れるかのようだ、と詩はいう。落花に見た推移する時間を「唯有老到来、人間無避處」と視覚的に表現したところが、白居易の工夫であろう。　
業平の賀歌は、 「送春」詩の世界を凝縮して「絶え間なく散る美
































































































































































































































むを得ぬことと觀念してゐるところをば、 （中略）さくら花の、繽紛霏々たる落英の美觀そのものを、目もあやな幔幕か乃至は迷彩的緞帳の類に仕立て、 さ 我が身に襲ひ來る忌はしき「老」鬼の視野を眩惑せしめ、五里霧中に彷徨せしめる手段によつて、よくその來襲から逃避蹈晦することを得 よ 歌つてゐる（後略）
　
そして、白居易は花の下で老いを嘆き人の世の定めとして甘受す









程を進む、前程幾多の路ぞ」という部分までを含めて「老いらくの来むといふなる道」と翻案した。しかし「人間避く 處無し」とう諦観の部分や、感傷的に春を送ろ とする心情は切り捨て 代わ
























































































 あしひきの山下光るもみぢ葉 散りのまがひは〔知里能麻河比波〕 今日にもあるかな
　
　（巻十五・三七〇〇・大伴家持）
































之貌也」と注している。さらに『五本対照類聚名義抄和訓集成』では、 「紛 に「マガフ」 、 「繽」に「マカフ」 、 繽紛」に「トマカフ」ないしは トマカヘリ」という和訓がある（観智院本・図書寮本） 。　
小島憲之氏によれば、 「紛紛」は「ものの入り乱れる形容」で、 「允
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先寺で餞別の宴を開いたのだが、まず「君のためにどこで餞別の宴を開いたか」と問いかけ、 「大梵天王の宮殿」 中、折しも散華のように雪が天 ら降ってくる日に、と場と時を設定する。そこでは「梅花落」が歌い演奏され、外では柳絮のような白雪が、菩薩のいます黄金の地に一面に降り積もってゆく。白絹の袖の美人たちが入り混じって舞うかのよう 雪が降る。酔ってしまえば駕籠に乗って思い思い眠りながら帰路に就く。か 梁王や王徽之の故事も我らの風流に比べれば笑ってしまうほどだ。と友との至福の時間を歌う。　
福先寺を、仏典に見える「大梵宮」や、菩薩の住まう黄金を敷き
詰めた土地「金田」に見立てた えで、降りしき 雪によって一面の白い清浄な世界であることを印象づける。演奏されて るのは「梅花落」 、曲名の「梅花」は雪の喩でもあり、 「柳絮」もまた謝道蘊の故事をふまえた雪の喩である。 「紈袖」 （白絹の衣装を纏った美女）も謝恵連の「雪賦」に基づく雪の喩である。　
これらの雪の喩は、雪の別名である「天花」 「天華」を連想させ
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業平は基経の賀歌を詠むにあたって、 「落花」と誤解されかねな




















































































































園が多い。堰の残雪も消え、東の永通門から春がや て来た。城内は花が満開でおぼろに霞んだ春景色、行楽客も少しずつ増え賑やかさが増していく。豊年のおかげで酒が安く、日が暮れると歌舞音曲の音色 賑やかだ、という内容である。第二句の「城東桃李園」からは劉希夷の「洛陽城東桃李 花、飛び来たり飛び来たりて誰 家にか落つ」や「年年歳歳花相似たり、歳歳年年人同じからず」 （ 『代悲白頭翁』 ）が連想されるから、第五句「淑景方靄靄」 「淑景は爛漫と咲き誇り風に乗って舞 散る「桃李の花」 あろう。したがって「藹藹」は「花曇り 貌」を形容すると考えられ























































































































































佳句研究篇―』 （ 九五五原版・ 九七七復刻版、藝林社）によ
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る。



















































































「散華」との関わりの可能性―」 （ 『中古文学』第七三号、二〇〇四・五、中古文学会）による。氏は「不妨兼有散華天」が「維摩詰所説教経観衆生品第七」の一節に基づいていることを詳細に解説している。また、 『古今集』一一五〜一一七番の貫之 の底流 「散華」のモチーフがあったと論じているが、本稿第二節に引用した八代集における「散りかふ」の唯一の用例は、この一一六番歌である。
（
15）渡辺実校注『伊勢物語』 （新潮日本古典集成、 九七六・ ）































『千載和歌集』 〔新日本古典文学大系〕 （一九九三・四、岩波書店）『新古今和歌集』 〔新日本古典文学大系〕 （一九 二・一、岩波書店）『新編国歌大観』巻二私撰集編（一九八四・三初版・ 六
 六
版、角川書店）
『新編国歌大観』巻三私家 編Ⅰ（一九八五・五、角川書店）『白楽天全詩集』 〔続国訳漢文大成〕 （佐久節校注、一九七八 六、
日本図書センター）
『白氏文集』 〔新釈漢文大系〕 （一九九八・七〜二〇一七・九、明治
書院）
『白氏文集歌詩索引』 （平岡武夫・今井清編、一九八九・一 、同朋
舎）

（くぼ
　
みずよ・西宮市立西宮高等学校非常勤）
